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な
ぜ
、家
屋
は
年
々
老
朽
化
し
て
い

く
の
に
、評
価
額
が
下
が
ら
な
い
こ

と
が
あ
る
の
で
す
か
？

家
屋
の
評
価
額
は
、評
価
の
対
象
と
な

っ
た
家
屋
と
同
一
の
も
の
を
、評
価
の
時

点
に
お
い
て
そ
の
場
所
に
新
築
す
る
も
の

と
し
た
場
合
に
必
要
と
さ
れ
る
建
築
費

に
、家
屋
建
築
後
の
年
数
の
経
過
に
よ
っ

て
生
ず
る
損
耗
の
状
況
に
よ
る
減
価
な
ど

を
表
し
た
経
年
減
点
補
正
率
を
乗
じ
て
求

め
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、そ
の
価
額
が
前
年
度
の
価
額

を
超
え
る
場
合
は
、通
常
、前
年
度
の
価
額

に
据
え
置
き
ま
す
。家
屋
の
建
築
費
は
、平

成
五
年
ご
ろ
か
ら
上
昇
傾
向
が
沈
静
化

し
、以
後
は
建
築
資
材
価
格
な
ど
が
下
落

傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、比
較
的
建
築
年
次
の
新
し
い
家

屋
に
つ
い
て
は
、三
年
ご
と
に
行
わ
れ
る

評
価
替
え（
次
回
は
平
成
二
十
四
年
度
）で

そ
の
価
額
が
下
落
し
て
い
ま
す
。

一
方
、建
築
年
次
の
古
い
家
屋
に
つ
い

て
は
、過
去
に
建
築
費
の
上
昇
が
続
く
中
、

評
価
額
が
据
え
置
か
れ
て
い
た
こ
と
も
あ

っ
て
、近
年
の
建
築
資
材
価
格
な
ど
の
下

落
を
加
味
し
た
評
価
額
で
あ
っ
て
も
、以

前
か
ら
据
え
置
か
れ
て
い
る
価
額
を
下
回

る
ま
で
に
は
至
ら
ず
、評
価
額
が
下
が
ら

な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

家
を
壊
し
た
ら
、固
定
資
産
税
が
上

が
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

一
定
の
要
件
を
満
た
す
住
宅
が
あ
る

と
、「
住
宅
用
地
の
課
税
標
準
の
特
例
」

が
適
用
さ
れ
て
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ

ま
す
。

し
か
し
、住
宅
を
解
体
し
た
り
、住
宅
の

用
途
を
変
更
し
た
り
す
る
と
、そ
の
特
例

の
適
用（
減
額
措
置
）が
は
ず
れ
る
た
め
、

結
果
と
し
て
固
定
資
産
税
が
上
が
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

住
宅
用
地
の
課
税
標
準
の
特
例
に
は
次

の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

◎
住
宅
が
建
っ
て
い
る
土
地
の
面
積
に
よ

っ
て
、「
小
規
模
住
宅
用
地
」と「
そ
の
他

の
住
宅
用
地
」に
分
け
て
特
例
措
置
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

◎
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
住
宅
用
地

を「
小
規
模
住
宅
用
地
」と
い
い
、税
額

の
基
礎
数
値
と
な
る
課
税
標
準
額
が
六

分
の
一
に
な
り
ま
す
。

◎
小
規
模
住
宅
用
地
以
外
の
住
宅
用
地
を

「
そ
の
他
の
住
宅
用
地
」と
い
い
、課
税

標
準
額
が
三
分
の
一
に
な
り
ま
す
。

◎
住
宅
用
地
の
軽
減
範
囲
と
な
る
の
は
、

住
宅
の
敷
地
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る

土
地
で
、最
大
で
も
住
宅
の
床
面
積
の

十
倍
ま
で
で
す
。

固
定
資
産
の
評
価
額
を
見
る
こ
と

は
で
き
る
の
で
す
か
？

固
定
資
産
税
に
対
す
る
納
税
者
の
信
頼

確
保
な
ど
の
た
め
、納
税
者
の
皆
さ
ん
が
、

縦
覧
帳
簿
で
自
己
の
土
地
や
家
屋
の
評
価

額
が
適
正
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
縦

覧
制
度
が
あ
り
ま
す
。そ
の
内
容
は
次
の

通
り
で
す
。

縦
覧
期
間
は
四
月
一
日
か
ら
四
月
三
十

日
ま
で
で
、時
間
は
午
前
八
時
半
か
ら
午

後
五
時
ま
で
で
す
。な
お
、土
・
日
曜
日
お

よ
び
祝
日
は
除
き
ま
す
。
本
人
確
認
が
で

き
る
書
類
な
ど
が
必
要
で
す
の
で
、事
前

に
市
税
務
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

っ
て
、
課
税
標
準
額
を
同
様
に
引
き
上
げ

て
し
ま
う
と
、
税
負
担
も
急
激
に
上
昇
し

ま
す
。
納
税
者
負
担
の
急
激
な
上
昇
を
抑

え
る
た
め
、
税
の
算
定
基
礎
と
な
る
課
税

標
準
額
は
段
階
的
に
毎
年
少
し
ず
つ
上
昇

さ
せ
る
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
評
価
額
に
対
し
て
課
税
標

準
額
が
低
い
水
準
に
あ
る
場
合
は
、あ
る

一
定
水
準
ま
で
課
税
標
準
額
を
毎
年
少
し

ず
つ
上
昇
さ
せ
ま
す
。し
た
が
っ
て
、地
価

が
下
が
っ
て
も
固
定
資
産
税
が
上
が
る
と

い
う
現
象
が
生
じ
て
い
る
わ
け
で
す
。

固
定
資
産
税
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
固
定
資

産（
土
地
・
建
物
・
償
却
資
産
）の
資
産
価
値

に
応
じ
て
課
税
さ
れ
る
税
で
す
。
市
税
収

入
の
四
割
強
を
占
め
る
極
め
て
重
要
な
税

で
す
。

例
え
ば
、住
宅
が
で
き
れ
ば
、上
下
水
道

の
整
備
、ご
み
や
し
尿
の
処
理
施
設
、学
校

な
ど
の
教
育
施
設
、消
防
・
防
災
な
ど
の
生

活
安
全
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
固

定
資
産
税
は
、そ
の
よ
う
な
地
域
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
の
た
め
に
負
担
し
て
い
た

だ
く
税
で
す
。

固
定
資
産
税
を
納
め
る
人（
納
税
義

務
者
）は
？

毎
年
一
月
一
日（
賦
課
期
日
と
い
い
ま

す
）に
固
定
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
に
対

し
て
、そ
の
年
の
四
月
一
日
か
ら
始
ま
る

年
度
分
の
税
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
平
成
二
十
二
年
中
に
土
地
や

建
物
を
売
却
し
て
も
、
平
成
二
十
二
年
一

月
一
日
現
在
の
所
有
者
が
、
平
成
二
十
二

年
度
の
納
税
義
務
者
に
な
り
ま
す（
月
割

や
日
割
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

た
だ
し
、
所
有
者
と
し
て
登
記（
登
録
）

さ
れ
て
い
る
人
が
賦
課
期
日
前
に
死
亡
し

て
い
る
場
合
な
ど
に
は
、賦
課
期
日
現
在

で
、そ
の
固
定
資
産
を「
現
実
に
所
有
し
て

い
る
人
」が
納
税
義
務
者
に
な
り
ま
す
。

「
現
実
に
所
有
し
て
い
る
人
」と
は
、死

亡
さ
れ
た
人
の
相
続
人
の
こ
と
で
あ
り
、

各
相
続
人
は
連
帯
し
て
納
税
義
務
を
負
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
ぜ
地
価
が
下
が
っ
て
い
る
の
に
税

額
が
上
が
る
の
で
す
か
？

固
定
資
産
の
課
税
に
は
、固
定
資
産
の

適
正
な
価
格（
決
定
価
格
）と
い
わ
れ
る
評

価
額
と
、税
金
を
算
定
す
る
基
礎
数
値
と

し
て
の
課
税
標
準
額
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

平
成
五
年
度
ま
で
の
宅
地
の
評
価
は
市

町
村
ご
と
に
独
自
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
本

来
、固
定
資
産
税
の
土
地
の
評
価
額
と
課

税
標
準
額
は
同
額
な
の
で
す
が
、税
負
担

に
結
び
付
く
課
税
標
準
額
の
上
昇
を
抑
え

る
た
め
に
、評
価
額
も
地
価
公
示
価
格
に

比
べ
て
か
な
り
低
い
価
格
で
設
定
し
て
お

り
、全
国
的
に
も
ば
ら
つ
き
が
生
じ
て
い
ま

し
た
。

平
成
六
年
度
に
評
価
の
均
衡
を
図
る
た

め
、
評
価
水
準
を
全
国
一
律
に
地
価
公
示

価
格
な
ど
の
七
割
を
め
ど
と
す
る
評
価
替

え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

評
価
額
が
急
激
に
上
昇
し
た
か
ら
と
い

仕
組
み
が
複
雑
で
、内
容
が
分
か
り
に
く
い
と
い
わ
れ
る
固
定
資
産
税
。今
年
も
四
月
中
旬
に
納
税
通
知
書（
納
付
書

や
口
座
振
替
通
知
書
）を
発
送
す
る
予
定
で
す
が
、納
税
通
知
書
が
届
く
前
に
、少
し
で
も
そ
の
仕
組
み
な
ど
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
、固
定
資
産
税
の「
な
ぜ
」や「
疑
問
」に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

価格

S63 H3 H6 H9 H12 H15 H21

地価と固定資
産評価額の深
刻な地域格差
がありました。

全国一律で「7割」
評価で統一しました。

評価水準が低かったため、
地価が下がっても課税標
準額が上昇しています。

地価公示等
地価水準
固定資産
評価額
課税標準額
（=税負担）

なだらかに
上昇中

評価額の上昇
全国で約3倍から5倍に

H18

●課税標準額　実際の税額を計
算するための基礎となる額

●固定資産税
課税標準額×１．４％

●負担水準 平成２１年度課税
標準額が平成２２年度の評価
額にどのくらい到達している
かという割合（％）

用いる用語

○商業地などの宅地の場合
負担水準が７０％を超える…引き下げ
負担水準が６０％～７０％…据え置き
負担水準が６０％より下……引き上げ

○住宅用地の場合
負担水準が１００％を超える…引き下げ
負担水準が８０％～１００％…据え置き
負担水準が８０％より下……引き上げ

負担水準と土地に対する課税標準額

Q
4

Q
3

Q
1

Q
2

Q
5

３００㎡の土地に一戸建ての住
宅があり、固定資産税が６０，０００
円（家屋４０，０００円、土地２０，０００
円）かかっていた場合、この家屋を
解体すると家屋の４０，０００円は無
くなりますが、土地については特例
措置の適用が無くなります。家屋が
あった場合の土地２０，０００円の内
訳は次の通りです。

●小規模住宅用地（２００㎡分）
６０，０００円×１／６＝１０，０００円

●その他の住宅用地（１００㎡分）
３０，０００円×１／３＝１０，０００円

合計　２０，０００円

※家屋を解体した場合、１／６や１／３の特例
措置の適用が無くなり、６０，０００円＋３０，０００
円＝９０，０００円の固定資産税がかかることに
なります。

税額計算で

固定資産税が 市の収入に占める割合

市　税

自主財源ほか

地方交付税

国県支出金

市　債

その他

5,214,989

2,274,626

4,040,000 

3,536,030

2,747,700

832,501
合　計 18,645,846

単位：千円

平成21年度の収入（予算）

国県支出金 19%

市債15%

自主財源ほか 12%

地方交付税
22%

その他4%

市税 28%

固定資産税

個人市民税

法人市民税

軽自動車税

その他

2,130,702

2,559,827

201,331

83,128

240,001

合　計 5,214,989

単位：千円

平成21年度市税収入の内訳（予算）

固定資産税
41%個人市民税

49%

法人市民税4%
軽自動車税1%

その他5%

住宅用地の

課税標準の特例

● f ixed asset  tax● f ixed asset  tax

負担水準＝平成２１年度課税標
準額÷平成２２年度評価額

（×住宅用地特例率）×１００

10fukutsu0401_08ふくつ1001_4 2.qxd  10/03/23  17:43  ページ 2



市税務課資産税係

　（福間庁舎）
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問い合わせ
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平
成
二
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
に
耐
震
改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
に
、

住
宅
に
か
か
る
固
定
資
産
税
の
二
分
の
一

を
一
定
期
間
減
額
す
る
制
度
で
す
。

た
だ
し
、
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
場
合
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
特
段
の

事
情
が
な
い
限
り
、
改
修
工
事
完
了
後

三
か
月
以
内
の
申
請
が
必
要
で
す
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

一
．
家
屋
要
件

昭
和
五
十
七
年
一
月
一
日
以
前
か
ら

所
在
す
る
居
住
用
部
分
が
二
分
の
一
以

上
あ
る
住
宅
で
、
平
成
二
十
七
年
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
に
改
修
工
事
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
 

二
．
工
事
要
件

建
築
基
準
法
に
基
づ
く
現
行
の
耐
震

基
準
に
適
合
す
る
工
事
で
あ
る
こ
と
 

三
．
工
事
費
用
要
件

工
事
要
件
を
満
た
す
改
修
工
事
費

用
が
、
三
十
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
 

■
減
額
の
範
囲

住
宅
に
か
か
る
一
定
期
間
の
固
定
資

産
税
を
、床
面
積
百
二
十
平
方
メ
ー
ト

ル
分（
床
面
積
が
百
二
十
平
方
メ
ー
ト
ル

以
下
の
場
合
は
そ
の
床
面
積
分
）ま
で

を
限
度
に
二
分
の
一
を
減
額
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

に
工
事
完
了
…
翌
年
度
か
ら
二
年
度
分

平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
二

十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
工
事
完

了
…
翌
年
度
分

■
申
請
方
法

市
税
務
課
の
窓
口
に
あ
る
申
告
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
次
の
添
付
書

類
と
と
も
に
市
税
務
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
添
付
書
類
】

①
現
行
の
耐
震
改
修
に
適
合
し
た
工
事

で
あ
る
こ
と
の
証
明
書
（
建
築
士
、

登
録
性
能
評
価
機
関
、
指
定
確
認
検

査
機
関
が
発
行
し
た
耐
震
基
準
適
合

証
明
書
）
 

②
改
修
工
事
に
か
か
る
明
細
書
（
工
事

内
容
と
費
用
が
確
認
で
き
る
も
の
）
 

③
領
収
書
の
写
し

【
対
象
者
】

要
介
護
認
定
者
、
要
支
援
認
定
者
、
障

害
者
、
改
修
工
事
の
翌
年
一
月
一
日
に
六

十
五
歳
以
上
の
人
の
い
ず
れ
か

三
．
工
事
要
件

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

・
介
助
用
の
車
い
す
で
移
動
す
る
通
路
や

出
入
口
の
幅
を
拡
張
す
る
工
事

・
階
段
の
撤
去
を
伴
う
設
置
や
勾
配
を
緩

和
す
る
工
事

・
入
浴
や
介
助
を
容
易
に
す
る
た
め
の
浴

室
改
良
工
事

・
排
泄
や
介
助
を
容
易
に
す
る
た
め
の
便

所
改
良
工
事

・
便
所
、
浴
室
、
脱
衣
所
な
ど
と
居
室
や

玄
関
を
結
ぶ
経
路
に
手
す
り
を
設

置
、
床
の
段
差
を
解
消
、
床
材
を
滑

り
に
く
い
も
の
に
す
る
工
事
（
玄

関
、
勝
手
口
な
ど
屋
外
に
面
す
る
出

入
口
や
浴
槽
の
出
入
口
の
段
差
解
消

工
事
も
含
む
）

・
出
入
口
の
戸
を
改
良
す
る
工
事

四
．
工
事
費
用
要
件

工
事
要
件
を
満
た
す
改
修
工
事
費
用
か

ら
、介
護
保
険
か
ら
の
居
宅
介
護
住
宅
改
修

費
お
よ
び
介
護
予
防
住
宅
改
修
費
や
障
害

者
の
た
め
の
居
宅
生
活
動
作
補
助
用
具
補

助
な
ど
の
支
給
額
を
差
し
引
い
た
金
額
が
、

三
十
万
円
以
上
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
減
額
の
範
囲

住
宅
に
か
か
る
翌
年
度
の
固
定
資
産
税

を
、床
面
積
百
平
方
メ
ー
ト
ル
分（
床
面

積
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
場
合
は
そ

の
床
面
積
分
）ま
で
を
限
度
に
三
分
の
一

を
減
額
し
ま
す
。た
だ
し
、新
築
住
宅
軽

減
や
耐
震
住
宅
特
例
を
受
け
て
い
る
場
合

は
適
用
が
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
請
方
法

市
税
務
課
の
窓
口
に
あ
る
申
告
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
次
の
添
付
書

類
と
と
も
に
市
税
務
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
添
付
書
類
】

①
納
税
義
務
者
の
住
民
票
の
写
し

②
ア
～
ウ
の
い
ず
れ
か
一
つ

ア
．居
住
者
要
件
に
該
当
す
る
人
が
六
十
五

歳
以
上
の
場
合
は
そ
の
人
の
住
民
票

イ
．介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
の
写
し

ウ
．障
害
者
に
つ
い
て
は
身
体
障
害
者
手

帳
な
ど

③
改
修
工
事
の
明
細
書
の
写
し
（
建
築

士
、
登
録
性
能
評
価
機
関
な
ど
が
発

行
す
る
証
明
書
で
可
）

④
改
修
工
事
箇
所
の
改
修
前
、
改
修
後

の
写
真

⑤
領
収
書
の
写
し

⑥
介
護
保
険
や
市
か
ら
の
支
給
金
額
が

あ
る
場
合
は
そ
の
明
細
の
写
し

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

一
定
の
省
エ
ネ
改
修
（
熱
損
失
防
止
工

事
）
を
行
っ
た
場
合
に
、
住
宅
に
か
か
る

翌
年
度
の
固
定
資
産
税
の
三
分
の
一
を
減

額
す
る
制
度
で
す
。

た
だ
し
、
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

場
合
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
特
段
の
事
情

が
な
い
限
り
、
改
修
工
事
完
了
後
三
か
月

以
内
の
申
請
が
必
要
で
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

一
．
家
屋
要
件

次
の
二
つ
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

①
平
成
二
十
年
一
月
一
日
以
前
か
ら
所
在

し
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
改
修

工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

②
専
用
住
宅
、
居
住
用
部
分
が
二
分
の
一

以
上
あ
る
併
用
住
宅
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
の
区
分
所
有
家
屋
で
あ
る
こ
と

※
店
舗
や
事
務
所
、
賃
貸
の
ア
パ
ー
ト
・

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

二
．
工
事
要
件

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

①
窓
の
改
修
工
事
（
二
重
サ
ッ
シ
化
、
複

層
ガ
ラ
ス
化
な
ど
）
 

②
①
の
工
事
と
併
せ
て
行
う
床
の
断
熱
工

事
 

③
①
の
工
事
と
併
せ
て
行
う
天
井
の
断
熱

工
事
 

④
①
の
工
事
と
併
せ
て
行
う
壁
の
断
熱
工

事
三
．
工
事
費
用
要
件

工
事
要
件
を
満
た
す
改
修
工
事
費
用

が
、
三
十
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
 

■
減
額
の
範
囲

住
宅
に
か
か
る
翌
年
度
の
固
定
資
産

税
を
、床
面
積
百
二
十
平
方
メ
ー
ト
ル
分

（
床
面
積
が
百
二
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下

の
場
合
は
そ
の
床
面
積
分
）ま
で
を
限
度

に
三
分
の
一
を
減
額
し
ま
す
。た
だ
し
、

新
築
住
宅
軽
減
や
耐
震
住
宅
特
例
を
受

け
て
い
る
場
合
は
適
用
が
あ
り
ま
せ
ん
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
と
省
エ
ネ
改
修
を

同
年
に
行
っ
た
場
合
に
は
、
両
方
の
制
度

が
適
用
さ
れ
、
そ
の
住
宅
に
か
か
る
翌
年

度
の
固
定
資
産
税
の
三
分
の
二
を
減
額
し

ま
す
。

■
申
請
方
法

市
税
務
課
の
窓
口
に
あ
る
申
告
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
次
の
添
付
書

類
と
と
も
に
市
税
務
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
添
付
書
類
】

①
納
税
義
務
者
の
住
民
票
の
写
し

②
改
修
工
事
に
よ
っ
て
新
た
に
省
エ
ネ
基

準
を
満
た
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を

証
明
す
る
建
築
士
、
登
録
性
能
評
価

機
関
、
指
定
確
認
検
査
機
関
が
発
行

し
た
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
証
明
書

③
改
修
工
事
箇
所
の
改
修
前
、
改
修
後
の

写
真

④
領
収
書
の
写
し

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

新
築
さ
れ
た
認
定
長
期
優
良
住
宅
は
、
住

宅
に
か
か
る
一
定
期
間
の
固
定
資
産
税

を
、
床
面
積
百
二
十
平
方
メ
ー
ト
ル
分

（
床
面
積
が
百
二
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下

の
場
合
は
そ
の
床
面
積
分
）
ま
で
を
限
度

に
二
分
の
一
を
減
額
し
ま
す
。

詳
し
い
要
件
な
ど
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

耐
震
改
修
に
伴
う
減
額
措
置

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
伴
う
減
額
措
置

省
エ
ネ
改
修（
熱
損
失
防
止
工
事
）に

伴
う
減
額
措
置

長
期
優
良
住
宅
に
お
け
る
固
定
資
産
税

の
減
額
措
置

減
額
措
置

固
定
資
産
税
の

固
定
資
産
税
の

固
定
資
産
税
の

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

住
宅
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
す
る
た
め
に
改

修
を
行
っ
た
場
合
に
、
住
宅
に
か
か
る
翌

年
度
の
固
定
資
産
税
の
三
分
の
一
を
減
額

す
る
制
度
で
す
。
た
だ
し
、
次
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
場
合
に
限
り
ま
す
。
ま

た
、
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、
改
修
工

事
完
了
後
三
か
月
以
内
の
申
請
が
必
要
で

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
．
家
屋
要
件

次
の
二
つ
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

①
平
成
十
九
年
一
月
一
日
以
前
か
ら
所
在

し
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平

成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

改
修
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

②
専
用
住
宅
、
居
住
用
部
分
が
二
分
の
一

以
上
あ
る
併
用
住
宅
、
マ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
の
区
分
所
有
家
屋
で
あ
る
こ
と

※
店
舗
や
事
務
所
、
賃
貸
の
ア
パ
ー
ト
・

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

二
．
居
住
者
要
件

改
修
し
た
家
屋
に
次
の
対
象
者
が
居
住

し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
改
修
工
事

後
か
ら
申
請
時
ま
で
に
新
た
に
入
居
し
た

場
合
も
対
象
に
な
り
ま
す
。
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